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新年早々本紙面を借り、新病院を紹介させて
いただきたいと存じます。

昨年11月５日から稼動しはじめた新病棟は
556床からなる９階建てで、手術室、ＩＣＵ・Ｃ
ＣＵ、放射線科、検査科、予防医療センター、
外来部門として産婦人科、リハ科、救急外来が
移転しました。新病院のコンセプトは、①病院
を意識させない雰囲気づくり、②心が癒され、
かつ高度医療が提供可能で、③患者さんと健康
な人、家族や親子の相互理解を深める絆となる
病院づくり、です。

建物と機器がハード面なら、ソフト部分は応
対で、以下の気配りをしました。新病棟１階に

「よろず相談室」を設け、入退院から他施設への
転科・転医、介護の問題も含め、気楽に相談出
来るコーナーとしました。また、病棟の各階に
医事課職員を配置し、医事業務は勿論、来院者
の案内、相談事に応じられる体制の構築が挙げ
られます。

一方、診療体制の一特徴は、広い面積の救急
外来でＸ線一般撮影に加え、ＣＴ撮影も可能と
し、救急外来 - 手術室 -ＩＣＵの運営の一体化を
図り、一刻を争う対応の円滑化に努めたことで
す。病室は、神経内科と脳外科による脳卒中セ
ンター、消化器内科と外科の消化器病センター、
循環器内科と心臓外科による循環器病センター、
そして糖尿病と小児科による糖尿病センターを
構築し、各々が同じ病棟、同じ階で一緒になっ
て管理・治療に当たり、診療の効率化と質の向
上を図ったことです。

新病院に機器整備は不可欠で、ＭＲＩ４台、
ＣＴ２台が稼動し、検査待ちが解消されました。
また、循環器用フラットパネルアンギオ装置と
64列マルチスライスＣＴの導入で、心臓カテー
テル検査や四肢血管撮影に匹敵する冠動脈・四
肢動脈の３Ｄ−ＣＴ撮影が可能となりました。
本年はＰＥＴの導入が予定され、充実した診
断・治療体制が整うものと自負しています。

最後になりましたが、新病棟１階に病診連携

の先生方専用の部屋を設けました。気軽に御活
用いただければ幸甚です。今年も、先生方のお
力を拝借して、地域住民の健康保持に努めたい
と存知ます。御指導いただけますようお願い申
し上げて、新年の御挨拶とさせていただきます。

明けましておめでとうございます。日頃は一
方ならぬご支援を賜りまして心より感謝申し上
げます。

新病棟が稼動し始めましたが、先生方のご協
力なくして中部労災病院の発展は望めません。
当院における逆紹介患者さんは約450名／月で、
Ｕターン（紹介元医療機関への逆紹介）が約150
名／月、Ｉターン（紹介状の無い方を逆紹介）
は約300名／月です。Ｕターンについては今後も
強力に推し進めていきます。今年は“Ｉターン
の患者さんをできるだけ登録医の先生方へご紹
介する”を目標に、病診連携ネットワークの充
実に努めてまいります。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

旧年中には先生方には患者診療、地域医療な
ど多方面にわたり、当院の活動にご協力いただ
き、誠にありがとうございました。

昨年11月に新病棟が完成いたしましたが、本
年は平成19年春全館完成を目指して、２期工事
が着工します。それに伴いまして、数科の外来が
旧館内にて移動いたします。いろいろご迷惑を
お掛けいたしますがよろしくお願いいたします。

本年の先生方のますますの御活躍、御健康を
祈念いたします。

中部労災病院

院長 堀田　

“新年あけまして
おめでとう御座居ます”

中部労災病院

副院長　小林　建仁

新年のご挨拶

中部労災病院

副院長　佐野　隆久

新年明けまして
おめでとうございます。



糖尿病網膜症における早期治療の重要性

腎臓内科のご活用
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腎臓内科では、学校や職場の検診などでみつ

かった尿検査異常、血清クレアチニンの上昇が

認められた方、その他腎機能低下が疑われた方

の原因の検査および腎機能障害の治療を行って

います。

腎機能障害の発症の仕方はさまざまで、急性

および慢性の発症あるいは発症のしかたが不明

の方もいらっしゃいます。早期に腎生検で確定

しなければ命に関わる場合もあります。近隣の

先生方にご紹介いただき、さまざまな腎疾患の

早期診断、早期治療に努めております。日常の

ご協力に感謝申し上げる次第であります。

また、当診療科では、血液透析、腹膜透析、

血漿交換療法などを必要に応じ

て積極的に行い、急性期の治療あるいは慢性透

析への導入を行っております。透析療法の慢性

維持期の診療治療は近隣の透析施設の多大なる

ご協力をいただいております。

腎機能障害は、糖尿病、動脈硬化、膠原病を

含むさまざまな全身疾患と深く関連しておりま

す。急性期の総合病院の役割として、急性期合

併症の管理は、他の科と連携しての治療が主体

となっています。その役割を自覚し、慢性腎不

全の食事指導を含めた慢性期の管理指導ととも

に開業医の先生方と連携し、腎障害を抱えた方

の地域医療に貢献したいと考えております。

腎臓内科のご活用 腎臓内科部長　藤田　芳郎
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糖尿病網膜症における早期治療の重要性 眼科医師　丹羽　英康

月曜日

志水　英明

火曜日

◎藤田　芳郎 ◎藤田　芳郎 渥美　宗久

金曜日水曜日 木曜日

腎臓内科　医師予定表 ◎部長　

わが国における糖尿病患者は760万人にな

り、ここ数年で急激に増加してきています。糖

尿病によって生じる眼合併症としては網膜症、

白内障、眼筋麻痺、角膜症、緑内障などがあり

ます。

このうち網膜症は進行度に応じて３段階に分

けることができます。点状、しみ状の網膜出血

を認める単純型、網膜出血に加えて、静脈の走

行異常や拡張所見、軟性白斑、蛍光眼底造影検

査で無灌流域を認める前増殖型、網膜や視神経

乳頭上に新生血管を伴う増殖型に分けられま

す。増殖型で新生血管が破れて硝子体出血が起

こったり、新生血管が絡み合って生じた増殖膜

が網膜を引っ張り、網膜剥離が起こったりする

と非常に重篤な視力障害が生じます。

新生血管の発生予防、退縮に

は網膜レーザー光凝固術が有効です。視力を回

復することはできませんが、網膜症の進行を抑

え、視力を維持するには非常に有効です。増殖

型で硝子体出血、網膜剥離が生じている症例で

は観血的手術（硝子体手術）が必要になります。

近年、眼科治療は進歩してきたものの、高い視

力を維持するためには自覚症状が出る前からの

早期治療が必要です。糖尿病と診断されたら、

同時に眼科を受診し、眼底検査を定期的に行う

ことが重要になります。

当科では単純型から非常に重篤な増殖型の症

例に至るまで、今後も最善の医療を提供してい

きたいと考えておりますので、どうぞよろしく

お願い申し上げます。
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月曜日

丹羽　英康

古田　裕子

火曜日

丹羽　英康

古田　裕子

丹羽　英康

古田　裕子

丹羽　英康

古田　裕子

丹羽　英康

古田　裕子

金曜日水曜日 木曜日

眼科　医師予定表 ◎部長　☆看護学校長兼務

（午前）志水　英明

（午後）伊藤　恭彦
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近年、いわゆる大病院に対する医療機能評価

制度や新臨床研修医制度などで病理の重要性が

改めて指摘されるようになって来ました。

病理診断はしばしば決定的な診断であり、治

療の方向性を左右する情報をもたらします。多

様な、あるいはデリケートな症例にも十分に対

応するために臨床医と病理医の緊密な連携に基

づく診療体制が求められてきていると思われま

す。また、教育・研修課程や医療の質の向上に

C P C （clinico pathological conference 臨床

病理検討会）が重要な役割を占めることが明記

され、病院における病理医の存在意義が制度上

も公認されたことになります。病理医としては

まことに嬉しいことです。

一方、専任の病理医がいない医療施設では病

理検査はしばしば検査会社に委ねられます。私

も受託検査に携わった経験はありますが、ナイ

ーブな症例の診断を、面識のない、顔の見えな

い相手へ報告する時には言葉の行き違いを避け

るためにどうしても腰の退けた、無難な線の診

断名を書かざるを得ません。患者さまの立場に

立つまでもなく非常に不本意ですが、やむを得

ない場合がしばしばでした。私は病理医の立場

からしか見ておりませんが、臨床医の立場から

も同じようではないかと思われます。

先の医療機能評価制度でも病院と地域の医療

機関との有機的な連携が強調されています。地

域医療連携を下地にして、地域の医師と病院の

病理医とが”顔の見える相手”として病理検査

を委託/受託できるのであれば、より率直な表

現で病理診断を適時適切に行うことが可能とな

り、質の高い医療サービスが提供できると思わ

れます。また、多施設で診療情報を共有できる

ことなども最終的には患者さまにメリットがで

ることと思われます。

残念なことに病院が他の医療施設の臨床検査

を直接に受託することは法律で原則禁じられて

おります。しかし、病理検査や遺伝子検査など

からこの規制は縮小される方向です。当院では

昨年秋に完成した新病棟へ病理科も移動し、ハ

ードウェアもシステムも刷新されています。病

理検査の受託には諸制度の柔軟な運用など課題

は小さくありませんが、今後は病院にこもって

いるばかりではなく地域の病理診断に携わり、

広く社会に貢献できる病理科でありたいと思っ

ております。
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病理科部長　宮石　理
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連携室だより連携室だより連携室だより

先生方からの急患のご相談を、フリーダ

イアルにて循環器科スタッフが受けさせて

頂きます。

ろうさいハートホットライン

フリーダイアル　0120−099631

（オー救急ろうさい）

携帯　１号機　080−6900−5160

携帯　２号機　090−6900−5161

当院循環器科は、昨年11月のICU/CCU

開設に伴い、現在心臓カテーテル検査日の

火・水・木・金曜日は麻酔科とともに

ICU/CCU当直を行っており、土・日・祝

日の日勤帯は麻酔科と交代で日直業務をこ

なしております。これ以外の時間帯は当番

対応とさせて頂いておりますが、緊急検査

の際はいつでもスタッフを揃えられる体制

を整えております。

今年度の病診連携意見交換会を、下記の

とおり開催したく存じます。当日は院内の

医師も多数出席する予定でございます。立

食形式ですのでお気軽にご参加ください。

詳細につきましては、別途お配りしてお

りますご案内をご覧ください。なお、参加

を希望される方は、お手数ですが同封の出

欠票にてご返信いただくようお願い申し上

げます。

☎地域医療連携室　（平日8：15〜19：30） 室　　長：小林　建仁（副院長）

052−652−5950（TEL） 佐野　隆久（副院長）

052−652−5716（FAX) 事務担当：河野奈々 ・ 金井久実

ろうさいハートホットライン

病診連携意見交換会の
お知らせ

当院のホームページをリニューアルしました！！

http : //www. chubuh. rofuku. go. jp

診療担当医表は勿論のこと、各種依頼票

などもPDFファイルにて掲載しております。

カテゴリーをクリックして行くだけで欲し

い情報を入手していただけます。

各診療科の特徴などは、ただいまインタ

ビュー形式にて原稿作りをしております。

当院医師の生の声を皆様にお届けできたら

と願いつつ、次回のリニューアルにも取り

組んでおります。今後もご期待ください。

ホームページリニューアル

退　職

腎臓内科医師　　　山本　幸一郎

（平成17年12月31日付）

歯科口腔外科医師　鎌田　　仁

（平成17年12月15日付）

人事異動

開催日時：平成18年２月４日（土）18：30〜

開催場所：名古屋ガーデンパレス２階「翼」

平成17年12月８日（木）第２回中部

労災病院病診連携セミナーを開催致しま

した。

ご多忙の中、出席いただきました先生

方にこの場をお借りして深くお礼を申し

上げます。

病診連携セミナー
開催報告

開催場所：当院の新棟２階　大会議室

出 席 者：登録医15名

演　　題：前立腺癌診療の現状

演　　者：伊藤　裕一

（当院泌尿器科部長）


